
レポートの作成のしかた（規定）  
★★ レポートは、下記の要領を順守し、作成してください。 ★★ 

１  体裁について 

  (1) ファイル形式： PDF 形式（他のファイル形式は不可）  

  (2) 分量     ： A4 サイズ 1～4 枚 (1 枚 1200 字程度,テンプレートを使用)。抄録含む。 

  (3) ページ設定  ：余白：上下左右 25mm、文字数 37、行数 35 

  (4) 英字・数字  ：半角（必要に応じて字体を Centuryにしてもよい） 

  (5) その他     ：適宜、写真・グラフ等を掲載 

２  必須項目（記載場所・内容） 

場所  内容  解説  

1 行目  番号  事務局で分野ごとの通し番号を記入します。何も記載しないでくだ

さい。  

研究の  

継続  

新規な研究か、継続研究かを選択します。該当するものに〇をつける

か、該当するもののみを記載する。（継続研究なら継続のみを記載。） 

2 行目  

 

研究  

テーマ  

MS ゴシック、11 ポイント、太字、中央揃え 

 

3 行目  学校名  MS ゴシック、11 ポイント、太字、右寄せ 

4 行目  

 

 

発表者  

名  

 

MS 明朝、11 ポイント、姓と名の間は半角スペース、右寄せ 

複数の場合は、氏名間を全角スペースとし、最大 2行以内とします。頭に部活

名を入れても可。大勢の場合は、他○名でも可。先頭の生徒を代表者とする。 

6 行目  

以降  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抄録  

 

MS 明朝、11 ポイント、最大 4行以内とする。研究の重要な内容を簡潔かつ正

確に記述する。（必ず記載してください。） 

本文  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見出し：MS ゴシック、11 ポイント、太字、左寄せ 

説明文：MS 明朝、11ポイント      項目間の空白行はなくても可 

1 研究の背景

と目的  

研究の背景について記載するとともに、研究の目的を記載し

ます。 

2 方法  研究手順や方法の概要を、特徴的な点に焦点をあてて記載し

ます。 

3結 果  研究結果を、データ等を添えて記載します。  

4 考察  結果に対する科学的考えを記載します。 

5 結論  

 

目的、方法、結果・考察との整合性に配慮し、結論を記載し

ます。必要に応じて今後の課題や方向性を記載します。 

6 参考文献  

 

研究中に参考にした、書籍、論文、情報等の主要なものを 

記載します。（特になければ省略可） 

AI を 利 用 し た 場 合 は 以 下 に 記 載 す る 内 容 を 記 載

し ま す 。  

・ 生 成 AI の 名 称 、 バ ー ジ ョ ン (有 料 版 /無 料 版 を

含 む ) 

・ 全 て の 使 用 し た 箇 所 (ど の よ う に 使 用 し た か ) 

※ プ ロ ン プ ト (指 示 文 )は 必 ず 手 元 に 保 存 し て く

だ さ い 。 審 査 の 過 程 で プ ロ ン プ ト の 開 示 を 求 め

る 場 合 が あ り ま す 。  

 



7 その他  この発表テーマが学校内の先行研究に基づく（例えば歴代の

先輩の研究を受け継いでいる等）場合は、その旨記載してく

ださい。（特になければ省略可）「謝辞」があればここに   

記載する。 

※ レポートの本文には、文字だけでなく、データやグラフ、図を積極的に活用し作成して

ください。（データやグラフ、図は本文中に入れてください。）ただし、添付する図やグラ

フは解像度が高いものを使用し、小さすぎないように留意してください。 

※  複数の実験を行った場合は、実験ごとに方法や結果、考察などをまとめても

よい。  

 



 

※           (事務局が記入 )                               新規  ・  継続    

研究テーマ  

○○立○○高等学校  

○○部  氏名  ○○  ○  

抄録  

 MS 明朝、 11 ポイント、最大 4 行以内とします。研究の重要な内容を簡潔かつ

正確に記述します。 (専門外の人がこの項を読んだだけで、ある程度研究につい

て理解できるようにまとめてください。 )○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  

１．研究の背景と目的  

 MS 明朝、 11 ポイント。研究の背景について記載するとともに、研究の目的を

記載します。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  

２．方法  

 MS 明朝、 11 ポイント。研究手順や方法の概要を、特徴的な点に焦点をあてて

記載します。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  

３．結果  

 MS 明朝、 11 ポイント。研究結果を記載します。図やグラフを活用してくださ

い。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  

４．考察  

 MS 明朝、 11 ポイント。結果に対する科学的考えを記載します。○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  

５．結論  

 MS 明朝、 11 ポイント。目的、方法、結果・考察との整合性に配慮し、結論を

記載します。必要に応じて今後の課題や方向性を記載します。○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

６．参考文献  

 MS 明朝、 11 ポイント。研究中に参考にした、書籍、論文、情報等の主要なも

のを記載します。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

７．その他  

 MS 明朝、 11 ポイント。この項は省略可。○○○○○○○○○○○○○○○○  

 

※  実験ごとに、方法や結果、考察などはまとめてもよい。  

 

どちらかに○をつけて

ください。  


